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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
大
伴
の
名
の
下
に
！

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
９
０
９
Ｚ

【
作
者
名
】

　
霜
雪
院
　
竹
夫

【
あ
ら
す
じ
】

　
　
注
：
こ
の
物
語
は
受
験
の
鬱
憤
を
晴
ら
す
た
め
に
推
敲
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

十
五
歳
の
品
川
敬
壌
は
、
日
本
生
ま
れ
、
韓
国
育
ち
。
日
本
の
何
処
の
『
衛
府

市
』
に
住
ん
で
い
た
彼
は
、
小
三
の
時
以
来
の
帰
郷
を
果
た
す
こ
と
に
。

と
こ
ろ
が
、
そ
こ
に
向
か
う
は
ず
が
、
衛
府
行
き
の
駅
の
ホ
ー
ム
に
、
春
か
ら

通
う
は
ず
の
『
衛
府
東
高
校
』
の
制
服
を
着
た
美
少
女
が
い
て
・
・
・
・
・
？

「
敬
壌
・
・
・
・
・
さ
ん
で
す
か
」
　
「
い
や
、
先
輩
な
ん
で
し
ょ
？
敬
語
は

無
し
で
す
よ
ね
」
　
「
・
・
・
・
っ
」

　
地
の
字
が
足
り
な
い
作
者
が
送
る
、
や
け
に
背
の
低
い
少
女
・
大
伴
絢
佐
と
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そ
の
仲
間
達
が
繰
り
広
げ
る
ド
タ
バ
タ
コ
メ
デ
ィ
！
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登
場
人
物
そ
の
?

　
　
品
川
敬
壌
［
け
い
じ
ょ
う
］
　
　
　
主
人
公
。
日
本
生
ま
れ
、
小
三
で
韓

国
に
渡
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
五
歳
の
春
、
衛
府
東
高
校
に
通
う
た
め

帰
国
す
る
。
高
校
一
年
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
、
田
舎
駅
で
少
女
に
会
っ
た
と
き
、
面

倒
な
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
り
あ
え
ず
国
語
力
が
あ
り
、
韓
国
語
な

ら
話
す
こ
と
が
で
き
る
。
九
号
室
。

　
　
大
伴
絢
佐
［
あ
や
さ
］
　
　
　
　
　
高
崎
に
居
た
張
本
人
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衛
府
市
で
新
た
な
高
校
生
活
を
始
め
る
つ

も
り
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
壌
と
い
う
男
の
登
場
で
昔
の
記
憶
を
掘

り
出
さ
れ
る
（
本
人
談
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
た
め
。
（
は
？
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
り
合
っ
た
敬
壌
が
住
み
始
め
た
『
杉
原

荘
』
に
転
が
り
込
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
い
年
だ
が
敬
壌
に
は
何
故
か
敬
語
。
十

五
歳
。
一
号
室
。

　
　
杉
原
奈
帆
［
な
ほ
］
　
　
　
　
　
　
敬
壌
の
日
本
時
代
の
幼
馴
染
み
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
造
ア
パ
ー
ト
『
杉
原
荘
』
の
一
人
娘
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
壌
に
は
微
妙
な
恋
心
を
持
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
料
理
が
う
ま
く
、
『
杉
原
荘
』
に
お
い
て

は
シ
ェ
フ
的
存
在
。
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水
野
つ
き
み
　
　
　
　
　
　
　
　
十
四
歳
。
中
学
生
。
敬
壌
の
幼
馴
染
み

で
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
に
言
う
ち
び
っ
子
で
、
大
人
に
つ
い
て

掛
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
、
品
川
敬
壌
と
梶
方
滴
に
は
頭
が
上
が

ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん
だ
か
ん
だ
で
敬
壌
が
気
に
な
っ
て
い

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
号
室
。

　
　
梶
方
滴
［
し
ず
く
］
　
　
　
　
　
　
十
八
歳
。
高
校
三
年
。
生
徒
会
長
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
姉
御
肌
で
頼
り
に
な
る
が
、
不
器
用
が
玉

に
瑕
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
球
技
で
は
ボ
ー
ル
が
八
割
反
対
側
へ
飛
ん

で
ゆ
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
号
室
。

　
　
桑
野
唄
葉
［
う
た
は
］
　
　
　
　
　
十
四
歳
。
つ
き
み
の
同
級
生
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
壌
と
は
面
識
が
無
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
母
親
が
歌
手
で
、
歌
は
上
手
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
こ
と
に
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
感
じ
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
号
室
。

　
　
畑
町
宗
次
［
そ
う
じ
］
　
　
　
　
　
四
十
三
歳
。
十
年
ほ
ど
『
杉
原
荘
』

に
住
み
込
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
社
を
ク
ビ
に
な
っ
て
か
ら
見
習
い
の
鍛

冶
師
を
や
っ
て
い
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
で
は
師
範
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
面
倒
見
は
良
い
。
・
・
・
・
・
独
身
。
と
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言
う
と
落
ち
込
む
の
で
注
意
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
号
室
。

　
　
上
田
喜
明
［
よ
し
あ
き
］
　
　
　
　
三
十
二
歳
。
三
人
家
族
。
妻
・
幹
枝
、

息
子
・
明
由
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
家
を
や
っ
て
い
る
。
『
杉
原
荘
』
の
裏

の
土
地
で
、
野
菜
を
栽
培
中
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仲
の
良
い
お
し
ど
り
夫
婦
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
号
室
。

　
　
井
下
大
宙
［
お
お
ぞ
ら
］
　
　
　
　
二
十
五
歳
。
謎
の
人
物
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
を
駆
使
し
、
四
六
時
中
引
き
こ

も
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髪
が
長
す
ぎ
て
顔
が
見
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
号
室
。
　

　
　
杉
原
康
一
［
こ
う
い
ち
］
　
↓
奈
帆
の
父
。

　
　
お
ば
さ
ん
［
シ
ャ
ン
デ
ィ
ー
］
　
↓
奈
帆
の
母
。
英
国
人
と
日
本
人
の
ハ

ー
フ
だ
が
、
ほ
ぼ
日
本
。
目
だ
け
青
い
。

　
　
渡
辺
み
か
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
壌
の
幼
馴
染
み
の
ひ
と
り
。
平
均
的

な
体
力
・
頭
脳
の
持
ち
主
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
る
い
の
が
利
点
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
滴
が
働
く
メ
イ
ド
喫
茶
の
ア
ル
バ
イ
ト

中
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
商
店
街
の
は
ず
れ
の
ア
パ
ー
ト
に

住
ん
で
い
る
。
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登
場
人
物
そ
の
?
（
後
書
き
）

　
定
期
の
た
め
、
あ
ん
ま
し
続
け
る
自
信
な
い
で
す
が
っ
。

　
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
・
・
・
。

　
じ
、
受
験
な
ん
で
す
よ
ッ
・
・
・
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

大伴の名の下に！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
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に
あ
た
っ
て
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